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研究成果の概要（和文）：アジアにおける持続可能な土地利用の形成に向け、日本、中国、インド、極東ロシア、フィ
リピン、タイ、インドネシア、ミャンマーで広域の土地利用変化データファイル（オリジナル電子地図、多数の現地写
真等）を作成し、土地利用の現況と変化及び関連する諸問題を明らかにした。その成果はSLUAS英文成果報告他多くの
雑誌・文献等で公刊した。また国際地理学連合、日本学術会議、日本地球惑星科学連合などと連携してアジア各地と国
内で多くのシンポジウム等を主催・共催・後援し、研究成果を発信し、持続可能な土地利用に関する理解の向上に貢献
した。東日本大震災発災後は土地利用持続可能性の観点から深く関わり、学術会議提言に寄与した。

研究成果の概要（英文）：Integrated study on Sustainable Land Use in Asia (SLUAS) has been conducted in a n
umber of places in Asia, namely in Japan, China, India, Fareast Russia, Philippines, Thai, Indonesia, and 
Myanmar, and land-use change data files with large amount of digital map data and geo-referenced photograp
hs have been produced and used to identify the state and change of land use and the existing problems. The
 results of the study have been reported in SLUAS Science Report (I)-(V) and many other journals and publi
cations. SLUAS has also been involved in many meetings including those of International Geographical Union
, Japan Geoscience Union and Science Council of Japan, contributing greatly to enhancement of understandin
g in sustainable land use. SLUAS also contributed to some proposals of Science Council of Japan on the Gre
at East Japan Disaster, in which sustainability of land use is a major issue.
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１．研究開始当初の背景 
日本学術会議は 2008年 7月に提言『陸域

－縁辺海域における自然と人間の持続可能

な共生へ向けて』を公表しました。その実現

の一端を担うため、土地利用に焦点を当て、

提言の柱である地球情報基盤の整備、分野横

断的研究の推進、政策の推進と教育の充実を

統合する総合的研究をアジアで行います。 
 
２．研究の目的 
地球環境危機の時代の、制約的条件下にお

ける土地利用の在り方とそれに至る道筋を

提示し、また土地利用に関連する地球環境・

災害問題や食糧問題の解決に役立つ知見と

オリジナル地図などの資料を提供します。 
 
３．研究の方法 
長期的な土地利用変化の実態とメカニズ

ムおよび関連する諸問題を正確かつ広域的

に把握すべく土地利用図、地形図、衛星画像、

GPS 搭載カメラ等を駆使した広域調査を行

い、新旧地図類・統計等のデータベース化や、

地理的土地利用情報ベースの開発・分析を行

います。 
 
４．研究成果 

出版 SLUAS Science Report “Towards 

Sustainable Land Use in Asia (I), (II), (III), 

(IV), (V) を刊行しました。これらにはアジ

ア各地の土地利用変化とそれに関する地図、

情報、研究成果が網羅されています。他にも

土地利用科学の立場から持続可能な社会に 

 

(例) 中部ルソン平野の土地利用変化図 

Himiyama & Abe (2014)より 

 

(例) 中部ルソン平野の土地利用現況 

Himiyama & Abe (2014)より 

 
 

(例) 福井県の土地利用変化 

  氷見山・佐々木(2014)より 

 

向けた執筆活動を精力的に行い、多くの国内

外の雑誌等で公刊しました。 

 

集会 国際地理学連合(IGU)、日本学術会議、

日本地球惑星科学連合等と連携してアジア

各地および国内で多くのシンポジウム等を

主催・共催・後援し、このプロジェクトの研

究成果の発信と普及および広範な研究者と

の交流及びネットワーク化を図りました。特

に日本学術会議主催、SLUAS 共催で実施さ



れた日本学術会議学術フォーラム「東日本大

震災を教訓とした巨大災害軽減と持続的社

会実現への道」は三百数十名の参加者を得て

大きな成果を上げました。このフォーラムの

開会あいさつと趣旨説明は本研究の代表者

である氷見山が、総合討論の司会は分担者の

春山が担当しました。氷見山は全体をとりま

とめたほか「東日本大震災を踏まえた安全安

心で持続可能な国土利用への課題」の演題で

講演しています。 

アウトリーチ 日本学術会議の関連委員会、

特に地球人間圏分科会、IHDP分科会、およ

び GLP 小委員会と連携し、前記の提言の具

体化と地球環境研究に関する新たな提案の

取り纏めに貢献しました。また研究成果の社

会への還元、特に教育への反映に努めました。  
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